
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

た
だ
い
ま

No.２１９

２６Kami
２０２５年９月号

ヴ
ァ
ツ
ェ
ク
・
ル
カ
シ
ュ

チ
ェ
コ
共
和
国

　

こ
ん
に
ち
は
。
私
は
チ
ェ
コ

共
和
国
か
ら
来
た
、
ヴ
ァ
ツ
ェ

ク
・
ル
カ
シ
ュ
で
す
。
高
知
工

科
大
学
と
交
流
協
定
を
結
ん
で

い
る
フ
ラ
デ
ツ
・
ク
ラ
ロ
ヴ
ェ

大
学
か
ら
、
交
換
留
学
生
と
し

て
４
月
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

桜
が
咲
く
季
節
に
日
本
に
来

た
こ
と
で
、
日
本
の
美
し
さ
を

感
じ
る
最
高
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
日
本
の
文
化
や
食

べ
物
に
と
て
も
興
味
が
あ
り
、

ア
ニ
メ
を
見
る
の
も
好
き
で
す
。

ま
た
、
い
く
つ
か
の
博
物
館
や

お
城
を
訪
れ
た
こ
と
で
、
日
本

の
歴
史
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
滞
在
中
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
を
試
し
ま

し
た
が
、
特
に
ラ
ー
メ
ン
が
一

番
の
お
気
に
入
り
で
す
。
で
も
、

ど
の
料
理
も
本
当
に
お
い
し
い

で
す
。

　

出
会
っ
た
方
々
は
と
て
も
親

切
で
、
私
の
日
本
語
が
ま
だ
上

手
で
な
く
て
も
、
一
生
懸
命
理

解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
見

え
る
森
の
風
景
は
と
て
も
美
し

く
、
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
日

本
の
自
然
、
特
に
森
林
が
と
て

も
好
き
で
、
都
市
の
中
に
も
緑

が
多
く
、
自
然
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
点
が
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
で
の
毎
日
は
、
私
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第５３回 談議所の起源３回 談議所の起源 (土佐山田町)町)

　談議所とは、物部川右岸、神母ノ木の対岸の集

落を言う。この地名の起源を考察すると、銅鐸が

出土しているので、西暦３００年以前に村長が率い

て大和大王家に知られた村だったと考えられる。

加えて、中世に交通の要衝を形成し、鏡 (香我美) 

郷の中心地であったものであろう。

① 物部川北岸往還は、談議所－佐岡から韮生郷に

　 入り、朴ノ木の政所に至る。

② 神母ノ木から間を韮生郷美良布へ、逆川から東

　 佐古へも通じる。

③ 物部川 (鏡川) は、談議所から旧枝流路 (舟入川)

　 で浦戸へ出られたものらしい。

④ 暴れ物部川は、江戸時代初期に現在の流路に定

　 まったらしい。

⑤ 物部川の水運は、西暦５８０年頃、大忍荘主の

　 物部氏が、南国市物部で抑えていた。

⑥ 香南市野市町深渕は、河口湊を思わせ、鎌倉の

　 幕府の外港横須賀や長浦に航路を想像させる。

⑦ 南国や野市地区へ、古くから小規模の取水口が

　 あったようである。

このように、陸路と水運、取水口としての要所で

あった。鎌倉時代初期、中原大中臣太郎秋家は、

宗我部郷・深渕郷の地頭に就任してすぐに山田郷

楠目城に移って山田氏を称した (東鑑・土佐山田町

史) 。鎌倉幕府は、武家の支配体制構築を強力に進

めたことが知られており、土佐守護の佐々木経高

と合議、地頭は、談議所の重要性に着目して拠点

を移したのであろう。幕府は弘安９年 (１２８６) ７

月、北九州に鎮西談議所を置いている。合議制の

裁判所のことである。

　こうしたことから、談議所には現在の家庭裁判

所のような機能の官庁が置かれ、主催したのが山

田氏ではないだろうか。以降、山田氏は３５０年ほ

どを要し、山田元義の代へ１５代ほどで土佐の七

雄に成長したことになる。｢わしの後には、守護様

を通じて幕府が控えておるぞ｣ と、横車も押したで

あろうことは容易に想像される。雪ヶ峰砦で陸路

と水運、利水を統制し、菩提寺 ｢吉祥寺｣ に七堂伽

藍をも構築して蓄財していた。

　織田信長が本能寺で討たれたのは、寺院は簡易

な防戦の機能も備えており、宿舎にしたものであ

った。山田氏が楠目城を構えるのは元弘３年 (１３

３３) 以降。南北朝で争乱し、長禄元年 (１４５７) 、

山田基道の代に完成したと考えられる。守護細川

氏が健在の時、城塞を構えることは無いであろう。

反旗を翻すことになる。この一文は談議所の地名

の起源を探ったもので、一つの仮説に過ぎない。

（香美市文化財保護審議会・岡村）

▶
高
知
城
歴
史
博
物
館
で
撮
影

◆T
w

ilig
h
t P

ic
n
ic

(

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク)

　

秋
空
の
下
、
芝
生
広
場
で
夕

暮
れ
時
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

香
北
町
の
会
場
に
は
、
フ
ー

ド
や
シ
ョ
ッ
プ
、
体
験
ブ
ー
ス

な
ど
20
店
舗
以
上
が
出
店
す
る

ほ
か
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ

ブ
や
DJ
タ
イ
ム
、
さ
ら
に
夕
方

か
ら
は
、
芝
生
広
場
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　

ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

「T
w

ilig
h
t 

P
ic

n
ic

」
で
検
索

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
♪

【
日
時
】
９
月
27
日 (

土)

15
時
～
20
時
30
分

【
場
所
】

健
康
セ
ン
タ
ー
セ
レ
ネ
広
場

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
北
町
青
年
団 (

山
本)

☎
０
９
０
・
５
９
１
５
・
８
４
３
１

掲　

示　

板

◆
香
美
市
林
業
婦
人
部

｢

で
き
る
人
が
、
で
き
る
こ
と
を｣

　

香
美
市
林
業
婦
人
部
に
よ
る

活
動
報
告
を
は
じ
め
、
講
演
や

座
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
屋
外
出
店
ブ
ー
ス
や
参

加
者
へ
の
お
土
産
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

９
月
28
日 (

日) 

９
時
～
15
時

【
場
所
】

奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

２
階

大
ホ
ー
ル

【
講
演
の
題
目
・
講
師
】

｢
香
美
市
の
山
々
た
ん
ね
歩
記｣

森
下
嘉
晴
さ
ん

(
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

【
座
談
会
の
題
目
・
登
壇
者
】

｢

山
・
森
・
川
の
こ
と
を
考
え
る｣

森
下
嘉
晴
さ
ん

小
松
律
男
さ
ん (

物
部
森
林
組
合)

岩
神
篤
彦
さ
ん (

物
部
川
21
世
紀
の

森
と
水
の
会)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
市
林
業
婦
人
部 (

小
松)

☎
０
９
０
・
１
８
１
６
・
３
０
４
７

２７ Kami
２０２５年９月号

(山田高校マンガ部)

◆
香
北
町
西
川

芙
蓉 (

フ
ヨ
ウ) 

の
花

　

７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
に

か
け
て
、
香
北
町
西
川
の
山
あ

い
で
ア
メ
リ
カ
フ
ヨ
ウ
約
２
５

０
本
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
市
内
に
お
住

ま
い
の
佐
竹
益
男
さ
ん
が
、
過

疎
化
の
進
む
地
元
の
た
め
に
育

て
た
も
の
で
す
。

　

今
年
の
ア
メ
リ
カ
フ
ヨ
ウ
の

見
頃
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
同
じ

敷
地
に
咲
く
ニ
ホ
ン
フ
ヨ
ウ
約

２
０
０
本
が
、
９
月
中
旬
ま
で

見
頃
だ
そ
う
で
す
。
佐
竹
さ
ん

は
、
多
く
の
方
に
地
元
を
訪
れ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
、
来

年
以
降
も
本
数
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

だんぎしょ いげのき

さかかわ

むらおさ

▲ 西川の芙蓉畑 (８月１日撮影)

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

ご応募をおまち

しています♪

　
　

Ⓒ
や
な
せ
た
か
し

カ
ミ
ー
テ
ィ
ア

広   

告

２１６
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